
 

 

 

2025 年 7 月 17 日 

 

横浜ゴム、氷上性能を革新的に高めた 

乗用車用スタッドレスタイヤ「アイスガード エイト」新発売 

 

横浜ゴム（株）は YOKOHAMA の乗用車用スタッドレスタイヤにおいて第 8 世代となる新商品「iceGUARD ８

（アイスガード エイト）※1」を９月１日（月）より順次発売します。発売サイズは 225/45R21 95Q～

185/70R14 88Q の全 71 サイズで、価格はオープンプライス。 

※1：「アイスガード エイト」は愛称。製品名は「iceGUARD iG80（アイスガード アイジー ハチジュウ）」 

 

「アイスガード エイト」は、「アイスガード」シリーズにおいて一貫して追求してきた氷上性能を革新的に高める、冬用

タイヤ新技術コンセプト「冬テック」を採用した第１弾商品です。「冬テック」は、「接触の密度※2（氷とゴムの接触点）」

と「接触の面積（路面とタイヤの接触の面積）」の２つの視点において冬の路面との「接触」を最大化する技術です。

「冬テック」は、これまで採用してきた技術では難しかったレベルでの氷上性能の革新を実現し、冬の走行で最も危険

な凍結路面での安心・安全なドライブをサポートします。 

※2：「接触の密度」は単位面積当たりの氷とゴムの接触点 

 

コンパウンドには、新開発の「冬ピタ吸水ゴム」を採用。基盤となる素材を一新し、従来よりも小型化した天然由来

素材「水膜バスター」を高密度に配合。氷が滑る原因となる水膜を吸水する力を向上し、氷上での「接触の密度

（氷とゴムの接触点）」を従来品のコンパウンドに対し63％増加することで、氷上性能を飛躍的に高めました。また、

シリカの増量と新素材「オレンジオイル S+」の配合により、低温時でも優れたドライ・ウェットグリップを発揮するとともに、

約４年後まで氷上摩擦力の低下を抑制します。 

 

トレッドデザインは、横浜ゴムの AI 活用フレームワーク「HAICoLab（ハイコラボ）※3」の AI 技術とシミュレーション

技術を活用し開発。冬用タイヤの４つの機能※4 を最適化したプロファイルを抽出し、氷上路面と雪上路面との「接触

の面積」を追求しました。これにより、氷に効く路面とタイヤの実接地面積を従来品比８％増加、ブロック剛性を７％

高めた専用トレッドパターンを開発し、氷上性能を大幅に向上しています。また、相反する接地面積と溝エッジ量

の最大化を両立することで、雪上性能もより高次元に引き上げました。 

※3：Humans and AI collaborate for digital innovation をもとにした造語 

※4：冬用タイヤの 4 つの機能：圧縮抵抗、雪柱せん断力、凝着摩擦、エッジ効果 

 

「アイスガード エイト」は従来品に比べ、氷上制動性能を14%、氷上旋回性能を13％と大幅に向上するとともに、

雪上制動性能も４％向上しています。加えて、ドライ・ウェット性能をそれぞれ３％向上し静粛性能も向上。ころがり

抵抗と耐摩耗性能は従来品同等レベルを維持しており、冬のさまざまな路面で高い性能を発揮します。 

詳細は性能データをご覧ください。性能データについてはタイヤ公正取引協議会に届け出てあります。 

 

なお、「アイスガード エイト」は電動車※5にも対応しており、タイヤサイドには電動車対応商品であることを示す当社

独自マーク「E+（イー・プラス）」が打刻されています。 

※5：BEV（バッテリー電気自動車）、EV（電気自動車）、PHEV（プラグインハイブリッド自動車）、HEV（ハイブリッド自動車）、FCEV（燃料

電池自動車）等。 
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横浜ゴムは 2024 年度から 2026 年度までの中期経営計画「Yokohama Transformation 2026

（YX2026）」（ヨコハマ・トランスフォーメーション・ニーゼロニーロク）のタイヤ消費財戦略において高付加価値品比

率の最大化を掲げ、グローバルフラッグシップタイヤブランド「ADVAN（アドバン）」、SUV・ピックアップトラック用タイヤ

ブランド「GEOLANDAR（ジオランダー）」、「ウィンタータイヤ」、そして 18 インチ以上のタイヤの拡販に取り組んでいま

す。また、各地域の市場動向に沿った開発・供給・販売体制などを強化する「商品・地域事業戦略」を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このリリースに関するお問い合わせ先 

横浜ゴム（株）経営企画部 広報室 担当：池田 

TEL：0463-63-0414 FAX：0463-63-0552 
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インチ 偏平率 

（％） 

タイヤサイズ 発売 

予定月 

 インチ 偏平率 

（％） 

タイヤサイズ 発売 

予定月 

21 45  225/45R21 95Q 9  16 50  195/50R16 84Q 9 

★☆ 235/45R21 101Q 9  55  185/55R16 83Q 9 

50 ☆ 235/50R21 101Q 10  ★  195/55R16 91Q 9 

19 35 ★☆ 255/35R19 96Q 9   205/55R16 91Q 9 

★☆ 275/35R19 100Q 9  60  175/60R16 82Q 9 

40 ★☆ 245/40R19 98Q 10  ★  185/60R16 90Q 9 

45 ★☆ 255/45R19 104Q 9   195/60R16 89Q 9 

50   195/50R19 88Q 9  ★  205/60R16 96Q 9 

55 ★   225/55R19 103Q 9   215/60R16 95Q 9 

★☆ 235/55R19 105Q 10  65  195/65R16 92Q 9 

18 35 ★☆ 255/35R18 94Q 10   205/65R16 95Q 9 

40 ★   215/40R18 89Q 10   215/65R16 98Q 9 

★   225/40R18 92Q 9  15 55  165/55R15 75Q 9 

★☆ 235/40R18 95Q 9   175/55R15 77Q 9 

★☆ 245/40R18 97Q 9   185/55R15 82Q 10 

45 ★   215/45R18 93Q 10  60  165/60R15 77Q 9 

★   225/45R18 95Q 9   185/60R15 84Q 9 

★☆ 235/45R18 98Q 9  65  165/65R15 81Q 9 

★☆ 245/45R18 100Q 9  ★  175/65R15 88Q 9 

50   215/50R18 92Q 10   185/65R15 88Q 9 

  225/50R18 95Q 9   195/65R15 91Q 9 

★☆ 235/50R18 101Q 9   205/65R15 94Q 10 

55 ★   215/55R18 99Q 10  14 55  165/55R14 72Q 9 

★   225/55R18 102Q 9  60  165/60R14 75Q 10 

60 ★   215/60R18 102Q 10  65  155/65R14 75Q 9 

★   225/60R18 104Q 9   165/65R14 79Q 9 

17 45   195/45R17 81Q 10   175/65R14 82Q 9 

★   205/45R17 88Q 9  70  165/70R14 81Q 9 

★   215/45R17 91Q 9   175/70R14 84Q 9 

  225/45R17 91Q 10   185/70R14 88Q 10 

50 ★   205/50R17 93Q 9  ☆印のパターンは IG80A で、その他のパターンは IG80 となります。 

  215/50R17 91Q 9  ★印はエクストラロードタイヤとなります。 

★   225/50R17 98Q 9  55/60/65/70 シリーズを除き、リムプロテクトバー付となります。 

55 ★   205/55R17 95Q 9      

  215/55R17 94Q 9      

  225/55R17 97Q 10      

60 ★   195/60R17 94Q 9      

★   205/60R17 97Q 10      

  215/60R17 96Q 9      

  225/60R17 99Q 9      

65   225/65R17 102Q 9      

 

 

 

発売サイズ 
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「iceGUARD 8」 専用コンパウンド 「冬ピタ吸水ゴム」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リリース参考資料 

革新的な冬用タイヤ新技術コンセプト 

「接触の密度」（ミクロレベル） 

氷とゴムの接触点を最大化 
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「接触の面積」（マクロレベル） 

路面とタイヤの接触の面積を最大化 
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達成性能 
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＜テスト条件＞ 

■グラフはイメージです。詳細なデータはタイヤ公正取引協議会に届け出ています。試験結果はあくまでもテスト値であり運転の仕方によっては異なります。 

●接触の密度（氷とゴムの接触点）63％増加 

冬ピタ吸水ゴムと、従来のコンパウンドを円柱状に成形し、アクロン摩耗試験機により摩耗させ試験サンプルとした。RTM 摩擦試験機により水潤滑下に

おける摩擦係数μを測定した。透明なアクリル路面の接地面を下方から撮影し、画像解析することで抽出し、接触の密度とした。 

●接地面積 8％増加 

従来品（iceGUARD 7）比。ACA（cm2)実接地面積で算出。(195/65R15 91Q) 

●ブロック剛性 7％増加 

従来品（iceGUARD 7）比。周方向弾性特性定数で算出。(195/65R15 91Q) 

●溝エッジ量 4％増加 

従来品（iceGUARD 7）比。トレッド面における溝及びサイプの角の総長を算出。(195/65R15 91Q) 

●氷上制動性能（14％向上） 

従来品（iceGUARD 7）比。＜試験条件＞タイヤサイズ：195/65R15 91Q、空気圧：＜フロント＞250kPa＜リア＞240kPa、試験車両の排

気量：1,797cc、試験車両の駆動方式：前輪駆動、制動初速：20km/h、制動方式：ABS ブレーキ、路面の種類：氷盤路面、氷温：-0.6℃、

試験場所：軽井沢風越公園アイスアリーナ（屋内） 

●氷上旋回性能（ラップタイム：13％向上） 

従来品（iceGUARD 7）比。＜試験条件＞タイヤサイズ：195/65R15 91Q、空気圧：＜フロント＞250kPa＜リア＞240kPa、試験車両の排

気量：1,797cc、試験車両の駆動方式：前輪駆動、旋回半径：7m、路面の種類：氷盤路面、氷温：-0.6℃、試験場所：軽井沢風越公園

アイスアリーナ（屋内）  

●氷上加速性能（13％向上） 

従来品（iceGUARD 7）比。＜試験条件＞タイヤサイズ：195/65R15 91Q、空気圧：＜フロント＞250kPa＜リア＞240kPa、試験車両の排

気量：1,797cc、試験車両の駆動方式：前輪駆動、加速時速度：直線路 5km/h から 20km/h に加速、路面の種類：氷盤路面、氷温：-0.4℃、

試験場所：軽井沢風越公園アイスアリーナ（屋内） 

●雪上制動性能（4％向上） 

従来品（iceGUARD 7）比。＜試験条件＞タイヤサイズ：195/65R15 91Q、空気圧：＜フロント＞250kPa＜リア＞240kPa、試験車両の排

気量：1,490cc、試験車両の駆動方式：前輪駆動、制動初速：40km/h、制動方式：ABSブレーキ、路面の種類：圧雪路面、気温：-5.1℃、

試験場所：横浜ゴム(株)北海道タイヤテストセンター 

●雪上旋回性能（ラップタイム：2％向上） 

従来品（iceGUARD 7）比。＜試験条件＞タイヤサイズ：195/65R15 91Q、空気圧：＜フロント＞250kPa＜リア＞240kPa、試験車両の排

気量：1,490cc、試験車両の駆動方式：前輪駆動、旋回半径：30m、路面の種類：圧雪路面、気温：-3.6～-2.8℃、試験場所：横浜ゴ

ム(株)北海道タイヤテストセンター  

●雪上加速性能（4％向上） 

従来品（iceGUARD 7）比。＜試験条件＞タイヤサイズ：195/65R15 91Q、空気圧：＜フロント＞250kPa＜リア＞240kPa、試験車両の排

気量：1,490cc、試験車両の駆動方式：前輪駆動、加速時速度：直線路 5km/h から 30km/h に加速、路面の種類：圧雪路面、気温：-6.3

～-4.4℃、試験場所：横浜ゴム(株)北海道タイヤテストセンター 

●氷上摩擦力の経時劣化イメージ 

氷上摩擦力の比較。＜試験方法＞iceGUARD 8の「冬ピタ吸水ゴム」と、iceGUARD 7の「ウルトラ吸水ゴム」のゴムシートを製作。それぞれを経過

年数見合いで促進劣化後、促進劣化前後の引張応力（氷上摩擦力と相関する）を計測。近似的に経時劣化指数を算出。試験場所: 横浜ゴ

ム(株) 平塚製造所内研究開発センター 

●静粛性能（ロードノイズ）22％低減 

従来品（iceGUARD 7）比。＜試験条件＞タイヤサイズ：195/65R15 91Q、空気圧：＜フロント＞250kPa＜リア＞240kPa、試験車両の排

気量：1,797cc、試験車両の駆動方式：前輪駆動、試験速度：50km/h、路面の種類：劣化した路面を再現した路面、試験方法：車室内

の適切な位置にマイクロフォンを固定して定常走行し、A 特性音圧レベルの時間平均値を測定。気温：23.9～24.8℃、風速：0.8～1.3m/S、

試験場所：横浜ゴム(株)タイヤ試験部 D-PARC 

●静粛性能（パターンノイズ）21％低減 

従来品（iceGUARD 7）比。＜試験条件＞タイヤサイズ：195/65R15 91Q、空気圧：＜フロント＞250kPa＜リア＞240kPa、試験車両の排

気量：1,797cc、試験車両の駆動方式：前輪駆動、試験速度：60 ㎞/h、路面の種類：スムースなアスファルト路面、試験方法：車室内の適

切な位置にマイクロフォンを固定して定常走行し、A 特性音圧レベルの時間平均値を測定。気温：24.2～24.9℃、風速：0.5～0.6m/S、試験

場所：横浜ゴム(株)タイヤ試験部 D-PARC 

●ドライ制動（3％向上） 

従来品（iceGUARD 7）比。＜試験条件＞タイヤサイズ：195/65R15 91Q、空気圧：＜フロント＞250kPa＜リア＞240kPa、試験車両の排

気量：1,797cc、試験車両の駆動方式：前輪駆動、試験速度：100km/h、路面の種類：アスファルトによる一般舗装路面、試験方法：自動

車用タイヤの制動試験方法（JATMA）。気温：28.2～29.9℃、風速：0.8～1.3m/S、試験場所：横浜ゴム(株)タイヤ試験部 D-PARC 

●ウェット制動（3％向上） 

従来品（iceGUARD 7）比。＜試験条件＞タイヤサイズ：195/65R15 91Q、空気圧：＜フロント＞250kPa＜リア＞240kPa、試験車両の排

気量：1,797cc、試験車両の駆動方式：前輪駆動、試験速度：100km/h、路面の種類：アスファルトによる一般舗装路面、水深：1 ㎜、試

験方法：自動車用タイヤの制動試験方法（JATMA）。気温：25.3～27.7℃、風速：0.3～0.9m/S、試験場所：横浜ゴム(株)タイヤ試験

部 D-PARC 


